
企画展示 皿は語る
北畠氏館跡の土師器皿

室町時代から戦国時代の城館跡からは、大
量の土師器皿（かわらけ）が出土します。北
畠氏館跡の出土遺物の90％以上は土師器皿で
す。
これらは食器として使われたほか、城主が

行う宴会に使われたり、灯明皿として夜間の
照明に使われていたものです。
今回の展示では、北畠氏館跡から出土した

土師器皿をくわしく見てみたいと思います。
期間 令和６年９月27日～令和７年９月（予定）

午前９時～午後５時（入館は午後４時まで）
休館 月曜日（祝休日の場合は翌日）・12月28日～１月４日
会場 津市美杉ふるさと資料館（津市美杉町上多気1010）

楓の絵が描かれた皿

大量に出土する土師器皿


